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放射線薬学の権威であられる佐治英郎先生にオーガナイザーになっていただき，今後も蓄積される可能性のある放射線の影響を最小限にするためにはどう
したらよいのかをバイオサイエンスの立場で学ぶ勉強会の開催を企画しました．
　本会では，福島の関係で現状を把握し，ヒトへの放射線の影響とリスク，放射線防護剤あるいは健康影響に関する話題提供をお願いしています．とくに，
放射線防護剤としてラジカルスカベンジャー機能をもつ食品，ラクトフェリン等金属蛋白質，キレーター，亜鉛酵母，ビタミン E など，過去にアカデミア
から発信されてきた多くの情報のうち，現在のサイエンスから見て推奨できるものは何なのか，また放射線治療剤としてはどのような薬剤があるのか，放
射線障害の予防に関して今後の展望を含めて学びたいと考えています．

（一財）バイオインダストリー協会はバイオインダストリー発展の基盤作りを行うわが国唯一の産学官連携組織です．
バイオの先端技術開発から産業化までの幅広い公益活動を実施しております．
◆毎月，先端バイオ情報提供，産業化をめざした各種セミナーを開催しています．

入会についての詳細は，ホームページをご覧下さい．http://www.jba.or.jp/

＜申込先＞参加希望者は 2011年 9月12日（月）までに，事務局メー
ルアドレス（miraibio@jba.or.jp）まで，メール件名を「未来バイオ 9
月参加希望」として， ① JBA 会員／非会員の区分， ②交流会（無
料）の参加有無， ③所属・役職， ④氏名， ⑤連絡先（TEL，FAX，
E-mail）を明記してお申込下さい．

＜問合先＞
（一財）バイオインダストリー協会“未来へのバイオ技術”勉強会事務局

 担当：矢田・森下・穴澤　電話：03-5541-2731

オーガナイザー：佐治英郎（京都大学大学院薬学研究科 教授）
「放射線防護剤，障害治療剤および放射性物質排出促進剤研究の現状」

石原　弘（放射線医学総合研究所緊急被ばく医療研究センター
・体内汚染治療室 室長）

「福島の放射線環境と将来における放射線の影響リスク」
 松田尚樹（長崎大学先導生命科学研究支援センター 教授）

＜参加費＞（一財）バイオインダストリー協会会員（法人および個人会
員）無料，非会員 3,000円（税込）

“未来へのバイオ技術”勉強会
「放射線障害予防とバイオサイエンス」参加者募集

【日　時】2011 年 9 月 14 日（水） 15: 00～16 : 40 （終了後，簡単な交流会 16：50 ～ 18：00）
【場　所】東京都中央区八丁堀 2-26-9 グランデビル 8F 
【主　催】（一財）バイオインダストリー協会（JBA）　　【協賛】（株）化学同人


